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２ パネリストによる講演 

2.1 宮城会場 

2.1.1 学校・地域スポーツ活動での突然死を防ぐために 

 

（１）心臓震盪 

①診断基準 

●心肺停止の直前に前胸部に非穿通性の衝撃を受けたこと。 

●詳細な発生状況（衝撃の手段や衝撃後の状態等）が判明していること。 

●胸骨、肋骨および心臓に構造的損傷がないこと。 

●心血管系に奇形が存在しないこと。 

 

＊胸郭の発育が不十分な時期の子供に多い。 

 

②新聞記事における心臓震盪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 パネリストによる講演 

「学校・地域スポーツ活動での突然死を防ぐために」 

 

武者 春樹    
    

聖マリアンナ医科大学名誉教授 
   医師：突然死、心停止等 
 

 （略歴） 
聖マリアンナ医科大学循環器内科教授、スポーツ医学教授などを歴任し、日本スポーツ協会スポーツドクター、

日本循環器学会専門医。 
 

観戦の救命士が球児助ける 2007年4月

大阪府の高校で高校野球の試合中、投手が打球を胸に受けて心肺停止状態になり、観戦中の救急救命
士(39)が同校に設置されていた自動体外式除細動器（ＡＥＤ）で蘇生（そせい）させ、一命を取り留めたこと
が一日、分かった。

―胸にボール、中３死亡 中学校のサッカー大会― 2007年5月
愛媛県の中学校が３月に開いたクラス対抗サッカー大会で、胸でボールを受けた当時３年生の男子生

徒（１５）が心肺停止状態となり、９日後に心不全で死亡していたことが、９日分かった。試合中にボールを
胸で受けた約１０秒後に倒れた。数分後には心肺が停止。

高校野球部に練習参加の中３男子、硬球が胸にあたり死亡 2007年9月1日

１日午後２時３０分ごろ、高校の野球グラウンドで、同校硬式野球部の高校生らと合同練習をしていた中
学３年生（１５）＝岩手県出身＝が、高校生の投げたボールが胸に当たって倒れた。病院に運ばれたが、
午後９時３０分ごろ、死亡が確認された。少年は中学の軟式野球部員。来春同高校に入学予定だった。内
野のボール回しと呼ばれる送球練習の際に二塁にいて、三塁から来た送球を取り損ねて胸に当たり、２～
３メートル前に転がり落ちたボールを一塁に投げた後、倒れた。

死球の男児助かる 救命士らの連携で 長崎 2007年9月17日
１７日午前１１時半ごろ、長崎県のグラウンドであった少年ソフトボール大会高学年の部で、打席に立っ

た市内の小学６年の男子児童（１１）が胸に死球を受け、一塁に向かおうと約１０メートル走ったところで突
然倒れた。心肺停止状態になったが、隣のグラウンドに偶然いた消防署の男性救急救命士（３５）と女性看
護師２人が応急の心肺蘇生術を施し、回復に向かっている。
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（２）学校管理下突然死および心臓系突然死の発生率（1983－2013） 

 

図表 心臓系突然死の発生率 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）AED 施行と心臓病との関係 

①学校内の設置推奨場所 

●人目のつきやすい場所、児童生徒も含め皆が毎日、目にする場所に設置。 

   例えば玄関ロビーや職員室・保健室近くの廊下（看板で設置場所を示す） 

●学校内のどの場所からも片道 1 分以内で取りに行ける場所に設置。 

   1 台でそれが不可能な場合には AED を取り寄せる体制を整備するか、複数台に増設して対応 

（職員室または保健室、体育館、移動用 AED など） 

●運動が行われるグランド、プール、体育館など心停止が発生しやすい場所へのアクセスを考慮 

（但し雨に濡れる場所、気温が極端に高い/低い場所は避ける）。 

●保管場所は施錠せずに 24 時間、365 日アクセス可能な状態にする。 

●運動会や試合などの開催時には、随時その近くに AED を移動。 

     一時的に AED をレンタルすることも考慮 

     マラソン大会では AED の複数の配置場所に加え、自転車での携行も考慮 

●クラブ活動や対外試合などで学校を離れる際には、携行用の AED を用意。 

●近隣の住民に AED が必要な事態が生じたときに、校内の AED を貸与できる工夫が望ましい。 

 

 

②学校スポーツでの突然死防止のために 

●心臓病検診の完全実施及び学校生活管理指導表に関し情報共有と伝達 

●AED の配置・運用の再確認 

●児童生徒への心肺蘇生法の教育 

 

 

Mitamura H. Circ. J. 2015; 79: 1398-1401より引用・加筆
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（４）発表資料 
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2.1.2 球技における事故防止のために 

 

（１）体育・スポーツ事故の発生要因 

①主体の要因 

本人の心理的、身体的状況、行動、服装などが挙げられる。 

 

②運動の要因 

運動種目特性、内容、強度等の運動実施にかかわる状況などが挙げられる。 

 

③環境の要因 

スポーツ施設設備、自然条件等の状況などが挙げられる。 

 

④用具の要因 

使用する用具、安全（保護）具の活用状況などが挙げられる。 

 

（２）事故防止のために安全教育（安全指導） 

①安全教育（安全指導） 

・保護マット等の適切な使用について指導を行う。 

・キーパーグローブ等の使用について指導を行う。 

・帽子やヘルメットの着用について指導を行う。 

・競技に適したシューズについて指導を行う。 

・防球ネット等の使用について指導を行う。 

・健康観察（運動前、運動中、事後）を丁寧に行う。 

・ウォーミングアップやクールダウンの時間を確保する。 

・基礎技能の習得を重視する（授業計画を適切に）。 

・体格や体力に差があるペアで活動させない。 

・教員の指導や巡視体制を見直しする。 

・ヒヤリハットや過去の事故事例から学ぶ。 

 

 

 

 

 パネリストによる講演 

「球技における事故防止のために」 

 

木宮 敬信    
   

常葉大学教授 
   スポーツ教育：球技 
 

 （略歴） 
常葉大学教育学部教授、大阪教育大学客員教授、日本安全教育学会理事。 
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②男女共習 

・男女共習は新学習指導要領で推進が求められている。 

・多くの学校では未だ男女別クラスが続いている。 

・男女共習しやすい運動種目もあるが実施は不十分。 

・男女共習で実施する際のリスクとは何かを検討する必要がある。 

 

③ケガをしにくい体つくり 

・ウォーミングアップ、クールダウン、体幹強化、股関節の可動域の拡大などのトレーニングを継続 

的に実施することが必要。 

・日常の体調管理（栄養管理）は重要。 

 

（３）事故防止の視点（ヒヤリハット） 

①ハインリッヒの法則（１：２９：３００） 

死亡を含む重大災害が１件発生する場合、２９件の軽傷の災害が起きており、さらに３００件のヒヤリ・ハ

ット（ニアミス）事故が発生している。 

 

②ヒヤリハットを防ぐ取り組み 

・ヒヤリハットの時点で問題を把握し、次のヒヤリハットを防ぐ取り組みを実施する。 

・ヒヤリハットは既に事故と認識すべき！ 
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（４）発表資料 
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